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報告書作成にあたって 

  

 市民館は、地域における生涯学習の拠点として、市民の学びを支援するための場や情報

の提供など、利用者へのサービス向上に取り組んでいますが、社会環境の変化や、ライフ

スタイルの変化・急速な情報化社会の進展など、予測ができないほど大きな変化の時代を

迎えようとしています。また最近では、コロナウィルス感染症や甚大な被害をもたらす自

然災害の増加など、これまでの生活様式や考え方を変えざるをえない状況が続いています。 

 こうした時代背景の中、川崎市では市民が生涯を通じて学び続けることができるよう、

概ね１０年後の未来を見据えた市民館・図書館の在り方について、「今後の市民館・図書館

のあり方」を策定しました。 

私たち麻生市民館専門部会では、１０年後の麻生市民館に求められる姿を想定した議論

を重ねました。協議テーマは多岐にわたり案（下記参照）が出され、テーマ選定について

検討を進めることになり、野口館長のご意見をもとに事業や貸館・ホールのあり方など物

理的な改善を求めることよりも、「案内機能のあり方」について議論を進めることに決定し

ました。しかし、今期は新型コロナ感染症の拡大による緊急事態宣言の発出など、予定通

りの進捗は望めませんでした。 

本報告書では、「案内機能」の充実を図るため、市民館自身が行った改善活動についての

報告を第１部に記載し、第２部では案内機能の一部である「生涯学習相談員」の仕事につ

いて、現状解析・課題と今後の方向性について述べます。 

 今期は、完全な提言には至っていない感がありますが、市民の皆様が使いやすい市民館

になっていくよう改善・提言を進めていきたいと考えています。 

 

≪１０年後の麻生市民館に求められる姿を想定した協議テーマ≫ 

１．事業・講座のあり方（求められる事業、講座の中身、形態） 

２．貸館・ギャラリーのあり方（ルール、新たな利用、その他壁面の活用） 

３．ホールのあり方（イベント、その他の新たな使われ方） 

４．清潔感のあり方（建物との調和、デザイン） 

５．快適さのあり方（歩きやすさと過ごしやすさ・歩行者動線・共用部） 

６．自然との調和のあり方（植栽、花、中庭、館内） 

７．会議室の供用のあり方（室内の調度品、備品、貸出品） 

８．案内機能のあり方（コンシェルジュ、相談員） 

９．利用者の声の反映のあり方（意見箱、お知らせ掲示） 

１０．市民館の賛助会員のあり方（事業、運営、サポーター、会費） 

１１．備品の更新や管理に関するあり方（新たなニースに対応するもの） 

１２．広報のあり方（館だより、チラシ、モニター、広報委員会等） 

 

                             

   井上俊夫 
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第 1 部 

生涯学習関連施設等との連携によ

る学習支援の構築等 

 
目次 

はじめに 

１ 多様な主体との連携推進に向けた考え方 

２ 生涯学習関連施設等と連携した広報の充実 

（１）麻生市民館事業広報の手引の作成 

（２）関係機関等のラック等の活用、設置 

（３）市民館及び関係機関の広報誌等の活用 

３ 身近な場所での学びづくりの推進 

（１）麻生老人福祉センターで市民エンパワーメント研修「e スポーツ講座」

を実施 

（２）麻生図書館で現代的課題学習事業「哲学カフェ」を実施 

(３) 片平会館での市民自主企画事業「かたひらほっとカフェ」の実施 

４ 予約の入っていない会議室の有効活用について 
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はじめに 

麻生市民館専門部会では、令和３年度において、主に生涯学習の案内機能の 

あり方について、議論してきた。その前段として、まず市民館自身がどのように

学習支援情報を拾い集め、学習者に提供していくかを検討した。その方策の一つ

が、生涯学習関連施設等との連携による学習支援の構築であり、令和３年度の取

組事例について述べる。 

 

１ 多様な主体との連携推進に向けた考え方 

 生涯学習支援は、学習のための講座や講演会などの学習機会を提供するこ

と、学習機会などの情報を集め、学習希望者に提供することなどにより行われ

ている。この生涯学習支援については、総合的な幅広い情報が必要とされるた 

め、団体、施設、機関などがネットワークを構築し、連携・協力することが重要

であるといわれている1。 

麻生区役所生涯学習支援課（麻生市民館）においても、行政区における生涯学

習のネットワークづくりを進め、連携することによって地域の生涯学習を推進

することを目的として、麻生区生涯学習推進会議を設置している。この会議は、

区長を議長、副区長を副議長として、区役所の関係課長等や、生涯学習関連施設

の館長等、計１８名の委員で構成されている。    

ここでは、地域福祉の向上や、子育て支援、スポーツ振興、地域コミュニティ

の育成など、様々な観点から市民向けの事業を実施し、生涯学習の視点から総合

的に各部署の事業の調整や連携を図っていくことが求められ、生涯学習が区民

の生きがいの創出や、地域の活動の推進力となることを目指している。 

学習者は、多様な学習機会の中から自分に最も適したものを選択しており、

提供主体は市民館だけではなく、区役所各部署、生涯学習関連施設、団体、民

間事業者等である。市民館は、生涯学習の拠点として、そういった主体と積極

的に連携し、総合的な学習支援を行うことが重要である。 

 そのためには、生涯学習関連施設等と連携した広報の充実、身近な場所での

学びづくりの推進を図る必要がある。 

 

２ 生涯学習関連施設等と連携した広報の充実 

市民館の広報は、紙媒体の広報（市民館だより）やチラシが占める割合がま

だまだ多く、区役所や生涯学習関連施設等に配架するのが一般的である。一方

で、インターネットや Twitter、Facebook などの SNS の急速な普及に伴って、

私たちの生活は大きく変化し、重要なツールとなってきている。また、新型コ

                                                      
1田中雅文・坂口緑・柴田彩千子・宮地孝宜「テキスト生涯学習-学ぶがつむぐ新しい社会-[新訂２版]」、

2021 年、学文社、P87 
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ナウイルス感染拡大の影響により、市民館においてオンライン講座などの一般

化によって、今まで市民館と接点の少なかった参加者も増えてきている。 

なお、「今後の市民館・図書館のあり方」（令和３（2021）年３月策定）にお

いても、取組の方向性の中で、「 戦略的な市民館広報の取組の充実 」とあ

る。具体的には、「これまでの『館のたより』やチラシ、ホームページ等での

広報に加え、あらゆる世代に向けた広報の充実のため、ＳＮＳやメールマガジ

ンなどの多様な広報媒体の活用を図るとともに、その内容の充実に向けて、わ

かりやすい工夫をしたコラムなどによる情報発信や魅力ある地域情報の発信な

どを進めます。」としている。 

今後の広報においては、市民館の限られた広報媒体のみに依存するのではな

く、多様な広報媒体を把握・活用していく必要がある。同時に、地域における

生涯学習関連施設等が互いに連携し、幅広い広報に取り組んでいくことが、生

涯学習を支援する上で重要であり、次のとおり、取組事例について述べること

とする。 

 

（１）麻生市民館事業広報の手引の作成 

生涯学習関連施設等と広報の連携をする上で、まず市民館職員が多様な

広報媒体を把握し、活用することが重要である。そこで、広報力向上を目

的に、令和３年度中に市民館職員向けに「麻生市民館事業広報の手引書」

を作成する。内容としては、広報目的 、ターゲットなどの広報の考え方、 

チラシ、ポスター、ホームページとなどの各広報媒体の特徴及び作成・掲

載等がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次 

１ はじめに 

２ 広報の考え方 

（１）広報目的  

（２）広報対象者（ターゲット）  

（３）広報を展開する上での課題 

（４）広報媒体  

（５）スケジュール  

３ 各広報媒体の特徴 

（１）チラシ 

（２）ポスター 

（３）ホームページ 

（４）市民館だより 

（５）市政だより 

（６）タウン誌、新聞等 

（７）ソーシャルメディア 

４ 各広報媒体の作成・掲載等 

（１）チラシの作成・配架 

（２）ポスターの作成・掲出 

（３）ホームページの作成・掲載 

（４）市民館だよりの配架 

（５）市政だよりへの掲載 

（６）タウン誌､新聞等への掲載 

（７）ソーシャルメディアの活用 
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（２）関係機関等のラック等の活用、設置 

市民館には、生涯学習に興味・関心がある方が数多く来訪することから麻生

区・６大学 公学協働ネットワーク及び稲城市連携（企画課所管）、認定 NPO 法

人かわさき市民アカデミー（川崎市生涯学習財団所管）、麻生市民交流館やま

ゆり（認定 NPO 法人 あさお市民活動サポートセンター所管）等の各ラックが

設置されている。主に公開講座等のチラシを配架しているが、定期的に配架状

況を確認し、関係先に配架依頼を行っている。 

また、市民館には文化・芸術関わる方も幅広く来   

館することから、地域振興課と連携を図り、令和３   

年度にしんゆり・芸術のまち PR ボードを設置した。 

 

 

（３）市民館及び関係機関の広報誌等の活用 

市民館をはじめ、区役所の各部署では、それぞれ広報誌等を発行し、所管事

業を掲載している。例えば、市民館だよりでは、子育て、高齢者などに対する

講座を掲載しており、それらの関係先にも配架している。一方で、子育て、高

齢者などに対する講座は、区役所の関係部署でも開催しており、ターゲットが

重なっている。そこで、市民館だよりでは、10 月号から「地域みまもりセンタ

ー」の事業の記事を掲載している。また、呼応する形で、「地域みまもり支援

センターだより」へ市民館事業が掲載されている。 

このように、多様な主体同士が互いの情報を共有しながら、利用し利用され

る関係を構築することによって、連携の取組を推進することが可能となる。 

しんゆり・芸術のまち PR ボード 麻生区・６大学 公学協働ネ

ットワーク及び稲城市連携
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また、市民館では、デジタルサイネージが設   

置されており、年末年始の飲酒運転撲滅月間に  

おいては、市民文化局地域安全推進課からデー 

タ提供を受け、関係映像を放映した。デジタル 

サイネージについては、企画課が作成している 

広報媒体一覧表に掲載することで、幅広い活用 

につなげていく。 

なお、麻生図書館については、市民館同様に

麻生文化センターに併設している施設である。

これまでも、市民館事業チラシスペースを図書

館入口前に設置するなど、連携を図ってきた。 

今後、例えば市民館事業の広報・啓発にあた

って、図書館の関連資料を一緒に展示し、同内

容を図書館ＨＰに掲載するなど、さらなる連携

を図っていきたい。 

 

３ 身近な場所での学びづくりの推進 

市民館を取り巻く環境変化として、少子化に伴う人口減少、急速な高齢化の進

行、地域のつながりの希薄化などがある。あわせて、住民のニーズも多様化に伴

い、さまざまな地域課題に直面している。特に、コロナ禍においては、外出がま

まならず、仲間と交流できなくなり、心の健康への影響が懸念される。また、市

民館は「明確な目的があって利用する施設」という印象が強く、市民館に通って

いた人が戻ってこなくなり、グループ、サークルが減少していく可能性もある。 

このような状況では、市民館職員が「市民館にいる」だけでは、地域の声を把

握できず、事業にフィードバックさせることは難しい状況にある。地域課題を学

習活動へと結びつける市民館では、地域住民や利用者の声が大切な資源となる。

市民館では、従来から出張型の講座を展開してきたが、コロナ禍においては、特

に積極的に飛び出す必要がある。今後、こうした複雑化・深刻化する地域課題を

把握し、住民とともに乗り越え解決していく必要がある。 

なお、「今後の市民館・図書館のあり方」（令和３（２０２１）年３月策定）に

おいても、今後のめざす方向性の一つに、「まちに飛び出す市民館・図書館 ～身

近な地域に立脚した取組の推進～」がある。 

今後、地域性や地域課題を踏まえた事業を地域の中で広く実施し、身近な地域

での学びを推進、生涯学習関連施設が連携することによって、それぞれの施設か

ら飛び出し、地域における事業を展開する必要がある。ここでは、職員が市民館

から実際に飛び出し、実施した事例について述べることとする。 

デジタルサイネージ 
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（１）麻生老人福祉センターで市民エンパワーメント研修「eスポーツ講座」を

実施 

麻生老人福祉センターとの共催で、ゲームで世代を超えた交流を促す地域の

人材を育てるを目的に、同センターで eスポーツ講座を実施し、延べ７５人が

参加した。ゲームで地域の交流と高齢者の健康維持を促すため、麻生老人福祉

センターを会場とした。また、eスポーツ特集で、テレビ東京のワールドビジ

ネスサテライトにおいて、取り上げられた。今回は５０代から７０代の参加者

が中心であったが、今後は多世代交流につなげていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）麻生図書館で現代的課題学習事業「哲学カフェ」を実施 

多種多様な人が集まり、一つのテーマをもとに、じっくりと語り合う空間を

創出し、相互学習の土壌を整えることを目的に、「みんなの哲学カフェ（仮）

in あさお」を開催している。この講座は、土曜夜と平日午前に月に２回開催

しており、土曜の回は午後５時の閉館後に、麻生図書館内で実施し、 

連携によって、図書館、哲学カフェ（語り合いの場）の文化的なイメージが

融合し、事業の魅力（集客）向上につながり、普段から慣れ親しんだ図書館内

に出入自由のゆるい交流空間を演出した。 

今後、定年退職者など、普段地域と接点のない市民をスムーズに地域デビュ

ー（交流）へと結び付けたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民エンパワーメント研修「eスポーツ講座」開催の様子 

現代的課題学習事業「哲学カフェ」開催の様子 
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(３) 片平会館での市民自主企画事業「かたひらほっとカフェ」の実施 

片平地域に住む子供から高齢者、障がいを持つ方が一緒の場所に集まり共に

時間を楽しむことにより、顔見知りで、いつも挨拶ができ、地域の問題や身近

な悩みを解決し合える関係作りを目的に、かたひらほっとカフェ（団体）が市

民館と協働で実施している。 

多様な世代に参加してもらえるよう、「色の重なりを楽しむパステル画」、「オ

リジナルフレームづくり」、「ボッチャ＆和投げを楽しもう」をテーマに計３回

実施し、普段講座などに参加することが少ない新規の参加者獲得につながった。 

今後、ここでのつながりが社会参加の一歩となり、これが地域活動に参画に

つながる場となることを目指していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 予約の入っていない会議室の有効活用について 

現在の市民館の使用規則においては、市民館の使用申請は使用日前３日まで

可能となっている。そのため、３日前までに予約の入らなかった部屋については、

利用者がおらず空いたままになる。 

そこで、この空いた会議室を有効活用することを調査・検討していきたい。 

一例として、利用がないことが確定した第１～３会議室について、麻生市民館

が利用する扱いとして、来館者が自由に出入りできるスペースとして開放する

ことを検討している。 

その際、該当する会議室が出入り可能であることをホームページなどで周知

することにより、市民へ利用を促すことができると考えられる。 

利用目的としては、学習や読書などを自由に行うことができ、また少人数であ

れば会話も禁止しないものとする。ただし他の利用者に迷惑がかかる行為や、運

動などは禁止とする。利用者には、受付で身分証を提示してもらい、名前と連絡

先を記入してから利用してもらう。また、１回の利用時間は２時間までとする。 

今後、利用規則との整合性や、実際に運用した場合に予想される課題を洗い出し、

実現に向けてどのような対応が必要かを見定めつつ、有効活用できるよう進め

ていきたい。 

市民自主事業「かたひらほっとカフェ」開催の様子  
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第２部 

生涯学習活動の案内機能のあり方に

ついて（構想） 

 
目次 

はじめに 

１ これまでの学習相談の取組及び今後の方向性 

（１）学習相談の意義 

（２）麻生市民館での学習相談（生涯学習相談員）について 

（３）課題と今後の方向性 

２ 生涯学習活動の案内機能のあり方に向けた今後の取組 

（１）生涯学習関連等情報の集約・リスト化 

（２）生涯学習ナビゲーター（仮称）の育成 

（３）交流の場の創出 
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はじめに 

 第１部で紹介した「生涯学習関連施設等との連携による学習支援の構築等」 

については、市民館が生涯学習の拠点として、多様な主体と積極的に連携し、総

合的な学習支援を行っていくことの重要性を述べてきた。 

 第２部では、総合的な学習支援の構築に向けて、現在、麻生市民館で行って

いる学習相談について、現状と課題を整理し、生涯学習活動の案内機能のあり

方（構想）について述べる。 

 

１ これまでの学習相談の取組及び今後の方向性 

 麻生市民館での学習相談については、常時職員が対応している。その一方で

ボランティアの生涯学習相談員によって、相談者の希望に応じたサークルや講

座情報の提供を行い、市民の学習と活動の支援に一定の成果を上げてきた。し

かしながら、新型コロナ感染拡大によって、令和元年度末から２年間の中止を

余儀なくされている。また、市民館においてこれまで対面が原則であった講座

について、オンラインでも行われるようになるとともに、生涯学習情報につい

ても、インターネット上での収集が容易になってきている。 

このように、現在の学習相談体制は過渡期に来ており、学習相談（生涯学習

相談員を含む）について、今後のあり方を検討する時期に来ているといえる。 

 

（１）学習相談の意義 

学習相談の意義※は、相談内容にとどまらず、潜在的な関心を顕在化する

手助けをするとともに、多様な情報を収集、整理し、学習機会・方法、施

設、指導者等を紹介することにより、市民の学習活動への支援を行っていく

ことにある。 

現在、多くの市民が学び、また、学ぶ機会を求めており、生涯学習への関

心が高まっている。そのような現状において、市民の社会教育活動の支援を

主目的に設置された市民館等の役割として、多様化する情報を、自発的な市

民の学習ニーズにあわせ、収集、整理し学習相談を行うことの重要性が増し

ている。   

一方で、市民館等が市民の学習相談業務を行うことは、市民が抱える現在

の現代的・地域的な課題を知るための重要な機会となり、今後の事業展開へ

向け、良い示唆を与えるものである。 

             ※川崎市教育委員会「学習相談の手引き」より抜粋 
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（２）麻生市民館での学習相談（生涯学習相談員）について 

  新型コロナ感染拡大によって、現在、学習相談（生涯学習相談員）を中止し

ているが、概要については、次のとおりである。 

〇実施概要： 

生涯学習相談員(ボランティア)が、生涯学習活動や市民活動を始めたいと

思っている方に、団体やサークル、ボランティア活動の情報提供を行ってい

る。 

○開始時期：平成 19 年 6 月～  

○活動日：原則毎週水曜日、午前 10 時～12 時、午後 1時～3時 

8 月及び年末年始等を除く） 

○場所：3階事務室前スペース 

○実施状況：令和元年度実施回数 69 回（相談件数 67 件）、令和 2年度新型コ

ロナウイルス感染拡大で休止中、令和 3年度再開未定 

○生涯学習相談員(ボランティア)：2名。相談員の総数は 18 名 

○相談内容： 

サークル情報、講座情報（具体的には、趣味のサークルに入りたい、身体を

動かすことがしたい、健康について関心がある、料理を習いたい、仲間づくり

をして将来に備えたいなど） 

〇相談員同士及び職員との交流・相談情報の共有方法 

生涯学習相談の際に記入する連絡ノートや相談員との打合せ、職員による

状況確認など 

〇他館の状況（ボランティアによる学習相談を行っている市民館） 

・幸市民館：毎月第 1・第 3金曜日 13 時 30 分～16 時（休止中） 

・中原市民館：毎週水曜日 10 時～12 時 30 分、13 時 30 分～16 時（一部オン

ライン等で実施） 

・多摩市民館：毎週火曜日 10 時～12 時、第 3火曜日は 13 時～15 時も実施（休

止中） 

 

（３）課題と今後の方向性 

前述のとおり、現在の生涯学習相談については、いくつかの課題がある。 

 一つ目が、相談への対応分野が限定的で、幅広い市民ニーズに対応できてい

ないということである。学習相談については、サークル情報や講座情報などを

中心に提供してきたが、学習成果を活用する段階においては、ボランティアや

地域に関する情報も必要になる。 

－11－



二つ目が、インターネットなどの普及を代表とした高度情報化への対応であ

る。時代によって、求められる学習情報は変化しており、インターネット上の

有益なコンテンツを掘り起こし、その案内情報を学習者に提供するなど、今後、

より一層求められる2。

三つ目が、生涯学習相談員が対応する相談件数の伸び悩みである。これは、

前述の二つの課題も背景にあると考えられるが、相談日が週 1 回と限定的で

あり、相談件数が 1 日 1 件程度と停滞している。インターネットの普及によ

り、市民館に来館しなくとも、膨大な情報を手軽に収集できることに起因して

いると考えられる。 

以上を踏まえ、生涯学習相談員を含む市民館全体として、市民館の講座だけ

ではなく、周辺の生涯学習に関わる施設、地域情報等、総合的な情報の提供に

あたっての仕組みを構築する必要がある。また、生涯学習相談員については、

生涯学習情報収集に関わるコンテンツの充実、研修を開催しながら、広がりの

ある案内できるようにブラッシュアップを図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
2 前掲、P92～P93 

生涯学習活動の案内機能の対応範囲 イメージ 
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２ 生涯学習活動の案内機能のあり方に向けた今後の取組 

 現在、少子高齢化、働き方の変化、さらにはコロナ禍やデジタル化などへの対

応など、生涯学習を取り巻く環境は急速に変化している。今後、学習者が、いつ

でも、どこでも、だれでも、学習することができ、学習した成果が活かせる仕組

みを構築していく必要がある。そこで、現在の生涯学習相談員を含め、市民館の

生涯学習活動の案内機能については、次のような取組を検討していく。 

 

（１）生涯学習関連等情報の集約・リスト化 

インターネットが普及し、膨大な情報が氾濫する中で、学習者は有益な学習

情報を効率的に集める必要がある。そこで、生涯学習をはじめ、施設情報、地

域情報など、すそ野の拡大に対応できるよう情報を、関連 HP 集約・リスト化

（見える化）を行う。具体的な内容については、次のとおりである。 

○麻生区関連  

生涯学習関連施設等、生涯学習関連団体、市民活動・ボランティア、大学公

開講座（麻生・６大学公学協働ネットワーク等）、地域情報など 

○川崎市全般 

生涯学習情報、市民活動・ボランティア、地域情報など 

 

（２）生涯学習ナビゲーター（仮称）の育成 

  現在の生涯学習相談員について、業務をブラッシュアップし、生涯学習ナビ

ゲーター（仮称）として育成することを想定している。具体的な内容について

は、次のとおりである。 

○相談対応分野拡大への対応 

生涯学習関連等情報の集約・リスト化に基づく、相談員による関連情報の把   

 握や検索力向上等 

○市民館講座に対する市民ニーズの反映 

オブザーバー参加などによって、講座の現状を把握し、講座に対する市民ニ

ーズ等の反映やブラッシュアップ 

○広報委員会への参加 

  広報委員会に参加し、市民館の取組の情報共有や、各種チラシ等広報物の把

握、提供 

 

（３）交流の場の創出 

他機関との連携による学習相談の開催及び啓発を行う。具体的には相談員と
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市民、また相談員同士の交流の場の創出し、相談事業の啓発やノウハウの蓄積

につなげていくことを検討していく。 

〇ボランティアイベント等へのブース出展 

区民まつりやしんゆりマルシェなどへの出展や、市民活動・生涯学習・ボラ

ンティアの相談窓口（あさお市民活動サポートセンター、麻生市民館、麻生区

社会福祉協議会）を通じた合同 PR の再開 

〇他館、他自治体の生涯学習相談・情報提供の状況把握、意見交換等 

 麻生区の近隣自治体である町田市、稲城市、横浜市青葉区について情報収集、

連携も視野 

○生涯学習関連団体・施設が出展する生涯学習フェスタ等の開催 

  施設を知る・施設に来るきっかけづくりとして、区内の生涯学習関連施設等

が一堂に会して事業や取組を紹介 
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終わりに 

「人生１００年時代の生涯学習社会の実現」との理念のもと、今後の市民館のあり方の

方向性が示され、１０年後・２０年後のあるべき姿が検討されることは、とても喜ばしい。

安心して暮らし続けられる地域づくり、子どもも大人も楽しく学びつづけられる仕組みの

構築を望みたい。 

今期の専門部会のテーマは、生涯学習活動の「案内機能のあり方」について取り上げ、

協議した。案内機能には、広報紙のように紙媒体を使ったものや電子機器・システムを活

用したハード的なもの、ホームページや Facebook など現代社会で急速に発展中のものな

ど、いろいろな手段・方法がある。その中で私たちが取り上げたのは、「生涯学習相談員」

による学習相談である。 

麻生市民館では、１８名の相談員が活動しているが、スタートから１４年が経過し、下

記のようないくつかの課題が出てきた。 

＜問題点＞・相談内容が多岐にわたり、市民ニーズに対応できていない 

     ・インターネット上の高度情報の提供に限界がある。  など 

現在の相談員制度は、対面による相談を基本としているが、情報量や相談方法など過渡期

を迎えていると考えられる。課題解決策についても提言案が話された。例えば情報の検索

には、ＰＣ活用によるデータベース化・ＡＩ相談など、具体的な対策もだされたが、実施

レベルの提言までは至らなかった。次期に機会があれば、更につめて提言に繋げたい。 

  

 今期特段の成果は、市民館自身が学習支援情報をどう収集するか？学習者にどう提供し

ていくか？ を検討し、対策可能な点から実施したことだ。具体的には、第１部に記載した

が、生涯学習関連施設等との連携による学習支援の構築で、市民館事業広報の手引の作成

や関連機関の広報紙等の活用、関連機関のラックの活用・設置による広報配架の拡大。そ

して、身近な場所での学びづくりの推進や空き会議室の有効活用などについて多岐にわた

り改善が行われた。 

 

 いろいろな改善が積極的に実施されたことは大変良かった。来期以降も改善を進めるこ

とにより、「１０年後のあるべき姿」に一歩ずつ近づいていくと思う。ただし、実施に当た

っては、効果確認や元に戻らない仕組みづくりなど、ＰＤＣＡサークルをうまく回して、 

着実に推進してほしいと考える。 

  

 井上俊夫 
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麻生市民館専門部会報告書 編集後記 

川崎市立王禅寺中央中学校長 山本 浩之 

 心軽く楽しむことから一つのテーマを深く追究することまで、市民館は、こんなに幅

広く使われているのか……と、認識を新たにした２年間でした。居場所や自習スペース

として活用されることにも大きな意味を感じました。 

 

麻生区文化協会役員（総務） 橋本 周 

 令和２年から続くコロナ禍にもかかわらず、市民館専門部会では「生涯学習活動にお

ける案内機能のあり方」について対面による審議が活発に行われてきた。部会にて皆さ

んと出会えたことは、活力を頂けるよい機会でもあった。 

 

麻生市民館サークル連絡会会長 菅原 陽子 

今後、市民館が市内区内の学校や生涯学習関連施設とさらに連携を組んでゆくことや、

市内区内の生涯学習関連情報のＨＰサイトを利用者に適切に提供する等、外部への積極

的な働きかけに大いに期待している。今まであったフリースペースがない今、専門部会

意見具申の１つ「空いている会議室の有効活用」等職員の意欲が感じられ、会の存在意

義と委員の一人として、市民館を多面的に見守りたい。 

 

麻生区町会連合会理事 高橋 慶子 

 今期は、コロナ禍の中で、対面交流の難しさを感じながらも市民館のめざす方向性「身

近な地域の学び」ｅスポーツ講座・哲学カフェ・かたひらほっとカフェが実施されたこ

とに、次の一歩前進の布石ができたことと思います。 

 

市民委員 三上 由加利 

 「行きたくなる市民館」とは、どんなところでしょうか。そこには会いたくなる人が

いて、興味のある講座や知りたい情報があるところ。市民館に育てられたと思っている

私も「人」に会いに行っていたのかもしれません。 

 

和光大学現代人間学部非常勤講師 角田 季美枝 

 1 月の委員会では、生涯学習相談の仕組みがしめされていませんでした。自治体職員

は人事異動で数年ごとに変わらざるをえませんので、継続的改善できるシステムの構築

を期待します。「社会教育士」称号の人材活用もぜひお願いします。 

 

麻生区ＰＴＡ協議会副会長 田澤 梓 

麻生区民の方に市民館を広く活用していただくことは区民のみなさん、地域の未来を

よりよくするものと思っています。そのためのお手伝いを、専門部会にて、行っていき

たいと思っております。 
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市民エンパワーメント研修「eスポーツ講座」チラシ 
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現代的課題学習事業「哲学カフェ」チラシ 
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市民自主企画事業「かたひらほっとカフェ」（第１回）チラシ 
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麻生区及び川崎市生涯学習関連等情報 ＨＰサイトリスト 

 

１ 生涯学習関連講座、イベント等全般 

・かわさきの生涯学習情報|川崎市生涯学習財団 

https://www.kpal.or.jp/ 

・川崎市：「かわさきイベントアプリ」で川崎のイベントを探そう！  

https://www.city.kawasaki.jp/170/page/0000086988.html 

・つなぐっど KAWASAKI 

https://www.tsuna-good.city.kawasaki.jp/ 

・講座・催し関連情報 | 生涯学習関連情報 | 東京都生涯学習情報 

 https://www.syougai.metro.tokyo.lg.jp/kouza/index.html 

・神奈川県生涯学習情報システム - PLANET かながわ 

 https://www.planet.pref.kanagawa.jp/ 

 

２ 麻生区  

（１）生涯学習関連施設等 

・麻生市民館 

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/112-11-1-0-0-0-0-0-0-

0.html 

・麻生市民館岡上分館 

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/112-11-2-0-0-0-0-0-0-

0.html 

・麻生図書館  

http://www.library.city.kawasaki.jp/lib11.shtml 

・麻生図書館柿生分館 

https://www.library.city.kawasaki.jp/lib12.shtml 

・王禅寺余熱利用市民施設（ヨネッティー王禅寺） 

https://www.sportsoasis.co.jp/sh41/ 

・川崎市文化財団（新百合トウェンティワンホール） 

https://shinyuri21hall.jp/ 

・福祉パルあさお、老人いこいの家、麻生老人福祉センター 

http://www.kawasaki-shakyo.jp/asao/index.cgi?c=149 

・麻生スポーツセンター 

https://www.asao-sports.com/ 
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・黒川青少年野外活動センター 

http://www.kurokawa-yagai.com/ 

・川崎市アートセンター 

https://kawasaki-ac.jp/ 

・川崎市麻生区：区内の学校・子ども・青少年施設  

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/122-14-1-0-0-0-0-0-0-

0.html 

・川崎市麻生区：区内の文化・スポーツ・福祉施設 

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/122-14-2-1-0-0-0-0-0-

0.html 

 

（２）麻生区役所総合、子育て・福祉等関係部署 

・川崎市麻生区：トップページ  

https://www.city.kawasaki.jp/asao/ 

・麻生区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所）地域ケア

推進課 

https://www.city.kawasaki.jp/asao/soshiki/18-4-7-0-0.html 

・麻生区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所）地域支援

課  

https://www.city.kawasaki.jp/asao/soshiki/18-4-8-0-0.html 

 

（３）市民活動・ボランティア、生涯学習関連団体 

・麻生区市民活動団体検索サイト  

https://asao-act.org/?search 

・麻生市民交流館やまゆり 

https://yamayuri.ne.jp/ 

・川崎市麻生区社会福祉協議会｜ ボランティア  

http://www.kawasaki-shakyo.jp/asao/index.cgi?c=105 

・川崎市麻生区：ふみだそう！はじめの一歩～各施設の地域デビューの相談窓

口を紹介します～  

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/112-10-7-8-0-0-0-0-0-

0.html 

・川崎市教育委員会：地域教育会議活動内容のご紹介  

 https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000075367.html 

・麻生文化協会 

http://home.sato-gallery.com/asao-bunka/asao-bunka.html 
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・川崎市麻生区：里山フォーラム in 麻生  

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/112-10-16-0-0-0-0-0-0-

0.html 

 

（４）大学公開講座（麻生・6大学公学協働ネットワーク等） 

・演奏会・公演・講座｜昭和音楽大学  

https://www.tosei-showa-music.ac.jp/concert/ 

・TUCL：玉川大学継続学習センター  

https://www.tamagawa-tucl.com/ 

・シンポジウム・生涯学習｜田園調布学園大学大学院  

https://www.dcu.ac.jp/master/study/index.html 

・日本映画大学 地域連携特設サイト 

https://www.eiga.ac.jp/special/chiiki/ 

・明治大学リバティアカデミー  

https://academy.meiji.jp/ 

・大学開放フォーラム｜和光大学 

https://www.wako.ac.jp/cooperation/research-center/open.html 

・講座一覧｜専修大学 

https://www.senshu-u.ac.jp/social/extension/ 

・日本女子大学生涯学習センター 

http://llc.jwu.ac.jp/ 

 

（５）地域情報 

・川崎市麻生区：区の紹介 

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/122-0-0-0-0-0-0-0-0-

0.html 

・川崎市麻生区：魅力ある区づくり (city.kawasaki.jp) 

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/112-10-0-0-0-0-0-0-0-

0.html 

・川崎市麻生区：麻生区の魅力・みどころ紹介 

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/129-0-0-0-0-0-0-0-0-

0.html 

・川崎市麻生区：近日中に行われる主なイベント 

https://www.city.kawasaki.jp/asao/category/112-10-6-1-0-0-0-0-0-

0.html 
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・INSPIRE HUB SHINYURI | 新百合ヶ丘エリアマネジメントコンソーシアム 

https://inspire-hub-shinyuri.com/ 

・しんゆり・芸術のまち 

http://shinyuri-art.com/ 

・まちのひろば 

https://hiroba.asao-ku.net/  

・一般財団法人川崎新都心街づくり財団  

 http://www.kncf.net/ 

・麻生観光協会  

https://asao-kankou.jp/ 

・タウンニュース麻生区版 

https://www.townnews.co.jp/0205/ 

・MYTOWN 

https://e-mytown.com/ 

・新百合ヶ丘 ミスモ net 

 http://www.mismonet.com/ 

・ロコッち新百合ヶ丘 

https://locotch.jp/sygk/ 

・新百合ヶ丘周辺お出かけ情報（小田急電鉄） 

https://www.odakyu.jp/station/shin_yurigaoka/guide/ 

 

３ 川崎市全般 

（１）生涯学習情報 

・川崎市の生涯学習 認定ＮＰＯ法人かわさき市民アカデミー 

http://npoacademy.jp/ 

・川崎市教育委員会：生涯学習・文化財 

https://www.city.kawasaki.jp/880/category/10-0-0-0-0-0-0-0-0-0.html 

・川崎市教育委員会：教育施設のごあんない  

https://www.city.kawasaki.jp/880/category/10-5-0-0-0-0-0-0-0-0.html 

・すくらむ２１（川崎市男女共同参画センター） 

https://www.scrum21.or.jp/ 

・川崎市国際交流センター 

https://kian.or.jp/ 
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（２）市民活動・ボランティア 

・かわさき市民活動センター  

 http://www2.kawasaki-shiminkatsudo.or.jp/volunt/ 

・かわさき市民活動ポータルサイト～応援ナビかわさき～ 

http://kawasaki.genki365.net/ 

・ボランティア活動振興センター -川崎市社会福祉協議会- 

http://www.csw-kawasaki.or.jp/contents/hp0245/index00210000.html 

・川崎市地域包括ケアシステムポータル 

https://www.kawasaki-chikea.jp/ 

 

（３）地域情報 

・川崎市：川崎の魅力・みどころ 

 https://www.city.kawasaki.jp/miryoku/ 

・川崎市：自治体広報アプリ「マチイロ」 

https://www.city.kawasaki.jp/170/page/0000118566.html 

・ご近所 SNS マチマチについて  

https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000104351.html 

・川崎の地域情報サイト｜まいぷれ[川崎市]  

https://kawasaki.mypl.net/ 

・一般社団法人 川崎市観光協会 

http://www.k-kankou.jp/ 

 

（４）その他 

・県立川崎図書館 

https://www.klnet.pref.kanagawa.jp/kawasaki/ 

・公益財団法人川崎市産業振興財団 

 https://www.kawasaki-net.ne.jp/ 

・スタディ・ツーリズムの勧め - 川崎市の産業観光の魅力 

http://k-kankou.jp/study_tourism/facility/index.html 

・慶應義塾大学 新川崎タウンキャンパス 

 https://www.k2.keio.ac.jp/ 

 

４ 近隣自治体等 

・生涯学習/町田市ホームページ  

https://www.city.machida.tokyo.jp/bunka/syakai/index.html  
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・社会教育・生涯学習 稲城市ホームページ 

http://www.city.inagi.tokyo.jp/kosodate/shakaikyouiku/index.html 

・はまなび 横浜市  

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-

manabi/shogaigakushu/gakusyu.html 

・青葉区区民活動支援センター  

https://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/kurashi/kyodo_manabi/kyodo_shien/

kuminkatudosien.html 

・協定先の図書館｜川崎市立図書館 

 https://www.library.city.kawasaki.jp/kyouteisaki.html 
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令和２・３年度 川崎市社会教育委員会議 麻生市民館専門部会  

  

○委員 

  部会長    井上 俊夫 （麻生区地域教育会議議長） 

副部会長    橋本  周 （麻生区文化協会役員） 

         山本 浩之 （王禅寺中央中学校校長） 

           杉森 正男 （麻生市民館サークル連絡会会長）※令和２年度 

           菅原 陽子 （麻生市民館サークル連絡会会長）※令和３年度 

高橋 慶子 （麻生区町会連合会理事） 

三上 由加利（市民委員） 

角田 季美枝（和光大学非常勤講師） 

長谷見 香乃（麻生区ＰＴＡ協議会副会長）※令和２年度 

田澤 梓（麻生区ＰＴＡ協議会副会長）※令和３年度 

 

 

 ○令和２年度実施経過 

  ・第１回専門部会  令和２年１０月３０日（金）１０時～  第３会議室 

  ・第２回専門部会  令和２年１２月２２日（火）１４時～  第３会議室 

  ・第３回専門部会  令和３年 ２月２１日（火）１３時～  第１会議室 

 

 ○令和３年度実施経過 

  ・第１回専門部会  令和３年 ９月２８日（火） １４時～  第１会議室 

  ・第２回専門部会  令和３年１０月２８日（木） １０時～  第１会議室 

  ・第３回専門部会  令和４年 １月１９日（水） １４時～  第３会議室 

  ・第４回専門部会  令和４年 ２月１９日（土） １３時～  大会議室 

 

 ○過去の報告書 

・平成24－25年度 市民館の活性化をめざして－ビブリオバトルで若い世代の利用を－ 

・平成26－27年度 青少年の利用活性化－市民館に若い世代の利用を－ 

・平成28－29年度 「地域コミュニティ再生支援」～町会・自治会意見交換会を基に検証～ 

・平成30－31年度 地域コミュニティの活性化支援について 

 



 

 

 

令和２・３年度 川崎市社会教育委員会議 麻生市民館専門部会報告書 

 

 

 

生涯学習活動の案内機能のあり方について 
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